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たのだから。(1962 / 1997, p.501)
このように書き始められたピアジェのコメンテール 子どもにおける
言語と思考と子どもにおける判断と推理に関するヴィゴツキーの批判的




























キーýの考察にコメントすること(1962 / 1997, p.502)を求められたことが直接
の契機であった。そのときに論評のためにピアジェに渡されたヴィゴツキーの
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2．オプティミズムとかかわってくる点であるが、ピアジェは、子どもの発




























































私の意識の肥大化 un hypertrophie de la conscience du moi(同上)と規定し
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断と推理世界の表象など)であることによって、示されている(1962 / 1997, p.

























的操作(順序、入れ子構造など)に平行している。 3 ) 子どもが発見する初期
の幾何学的構造は本質的に位相幾何学的本性に由来するものであり、つま
りそこでは、子どもは実に平行的に初歩的な射影的構造とユークリッド的
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および周囲の文化による心理発生の全体的決定ではなく、出会いがある、とい











私たちは概ね一致している(1962 / 1997, p.514)。
しかし、ピアジェはこの問題をもう少し詳しく検討している。まずヴィゴツ
キーの考え方は、 1 ) 意識化が遅れて発生するという性格は、この意識化
が 制御と同じく もっぱらある機能の発達の最後に現れるという、よく

















































































































































































































































5 4 3 2 1
ヴィゴツキー理論の内容的全体像




























































































Thought and Language, 1962, MIT Press, あ る い は、la revue Archives de
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